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木 材 研 究 第40号 (1967)
ここに,ス及び FL'ほ波長及び透磁率である｡Fig.1に測定装置の略図を示しているO
動的粘弾性の測定は 20oC,45% R.H.及び 40,60,80oC,3% R･H･で行ない, その他の
測定は全て 20oC,45% R.H.で行なった｡














Fig.2に温度 20oC,湿度 45% R.H.における関西ペイントK.K.ポリウレタン樹脂塗布材
の硬化過程における剛性率及び内部摩擦の経時変化を示している｡構造に非常に敏感な量であ
る tan∂に硬化過程ではっきりした 2つのピ-クが現われる｡短時間側における ピークは樹
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明確に現われるものと思われる｡Fig.3に温度 20oC,湿度 45% R.H.における日本ペイント
K.K.ポリウレタン樹脂 (ポリウレP)塗布材の硬化過程における動的剛性率及び対数減衰率の
経時変化を,Fig.4-6に温度40,60及び80oC,湿度約 3%R.H.におけるそれの一例を示し























Fig.8に温度 20oC,湿度 45% R･H･における日本ペイントK.K.ポ1)ウレタン樹脂塗布材
の誘電率 e′,誘電損率 e′′及び誘電正切 tan∂の経時変化を示している｡ 測定周波数は約 1010
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･n篭 謹 ニ kーt あるいは
X -100(1-e-kl)
(9)





IR の結果から kは0.031である｡一方樹脂硬化過程における時間 tでの樹脂塗布材の剛性率
























































木 材 研 究 第40号 (1967)
動する｡
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